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４月２０日(木)はとても良い天気になり、予定通り「交通安全教室」を実施することができました。 

私たちにとって一番大切なものは「命」です。「命」は一度なくしてしまったら、もう二度と帰ってくる

ことはありません。 

２０２２年、昨年全国の交通事故で亡くなった人の数は、２６１０人だそうです。これはこれまでで一 

番少ない人数だそうです。しかし、それでも２０００人を超える多くの方が交通事故で亡くなられました。

もしも、交通事故で自分の命が、また大切な家族や友だちが亡くなったとしたら‥。考えただけでぞっと

します。 

そんなことが絶対に起こらないように、美方警察署の方にお越しいただき、交通安全、交通ルール、安 

全な歩き方や安全な自転車の乗り方などについて、くわしく教えていただきました。 

 

 初めに、体育館で美方警察署の方から、自転車に

乗る時の基本的な５つのルールを教えていただき

ました。 

 

 

 

 

「この４月から大人の人もヘルメット着用が努力義務に  

なりました。ヘルメットをかぶって自分の命を守りま 

しょう。」 

「自転車の並進はしないこと。危ないので横に並んで走るのはやめてください。」‥‥。 

 次に、みんなで「自転車交通安全確認テスト」にチャレンジしました。１０問の〇×テストです。

答え合わせもしました。(何問くらい正解したでしょうか？) 

 その後は、グラウンドに出て、自転車点検のポイント＝「ブタはしゃべる」について教えていただ

きました。 

 

 

 

 

 

 

 自分もまわりの人も「大切な命」‥ ～「交通安全教室」～ 

ブ＝ ブレーキ 

タ＝ タイヤ 

は＝ 反射材 

しゃ＝車体 

べる＝ベル 

① 原則車道を走る。(左側通行) 

② 交差点等でしっかり安全確認

を行う。 

③ 夜間はライトをつける。 

④ 飲酒運転の禁止。 

⑤ ヘルメットを着用する。 



そして、いよいよ実技です。 

 

 

 

 

 

 

 

低学年の人が歩いたり、自転車に乗ったりする時には、高学年の人がそばについて、低学年の人にやさ

しく教えてくれました。 

「いいね、いいね。その調子。」「上手、上手。」「ＯＫ！」等と、子どもたち同士の、やさしく、ほほえま

しい、ふれ合いの場面も見られました。 

また、美方警察署の方や、保護者の小林ＰＴＡ会長さん、木本

さん、多田さん、田中さん、濱田さんが自転車のコースの各ポイ

ントに立ってくださり、優しく丁寧にご指導いただきました。 

実技が終わった後、子どもたちに交通安全教室の感想を聞いて

みました。 

 

 

Ｔ「どうだった？」 

Ｃ「楽しかったです。」 

Ｃ「簡単でした。」 

Ｃ「上手にできました。」 

Ｃ「(６年生のお兄さんやお姉さん、警察署の方や保護者の皆さんに教えてもらえて)うれしかったです。」

‥‥。 

 最後は、美方警察署の方から、修了証をいただきました。 

この交通安全教室で学んだことを生かし、「自分の命は自分で守る」、「自分だけでなく周りの人の 

命も守る」ということをしっかり心に刻んで、交通安全に気を付けて生活してほしいと思います。 

 保護者の皆様、自転車の点検や運搬などのご協力を

いただきありがとうございました。今後も子どもたち

が安全な歩行や自転車乗りができているか、各ご家庭

で、地域で、見守りいただきますようよろしくお願い

いたします。今回の「交通安全教室」でお世話になり

ました美方警察署の皆様、保護者の皆様、お忙しい中

ご指導いただき、本当にありがとうございました。 

低学年の歩行練習 

「上手、その調子。」 


